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1 . 序説 


















ある｡ このうち, 836百万, すなわち20.5％が米
国に向けられた｡ カナダへ向けられたものが, 
412百万, すなわち10.1％である｡ アルゼンテ
ィンが, 349百万, 8.6％, オーストラリアが, 339
百万, 8.3％, 南アフリカが, 262百万, 6.4％, ニ
ュージーランドが, 84百万, 2.1％であって, こ
れらの合計は2,282百万ポンド, 55.9％である｡ 
(上記の数字の出所は, Stone, Irving, The Global 
Export of Capital from Great Britain, 1865-1914, 



























カ, カンザスの 4 州を例にとって, この問題の説









としては, カナダ, オーストラリア, ニュージー
ランド, 南アフリカ, アルゼンティンがあり, ロ
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シア南部も次第にこのグループに入りつつあっ
たが, 第一次大戦後になると, 米国は, 先進工業
国の仲間に入り, 以前は同質であった新興開発国
とは, 性格を異にするようになった｡ レーニンは, 
すでに19世紀末葉から, 世界経済は, 二極構造だ
った, と主張し, 19世紀について, 誤った, そして
歪んだ世界経済の像を描いたのであるが, 20世紀








存在になって行った｡ また, ロシアは, 1917年の
革命によって社会主義国として, 他の国とは全く
異なった体制の国となった｡ こうして, 三極構造
は, 先進国, 社会主義国, 後進国からなるものと
なり, 20世紀初頭の三極構造とは全く異なった構
成のものとなった｡ ここでも, カナダをはじめと











2 . レーニン理論とその検証 
周知のごとく, レーニンは, 著書 『帝国主義』 














































外国証券発行が行われた (Lévy-Leboyer, Maurice 
and Bourguignon, François, l’Economie Française au 
XIXe siècle, Paris, 1985, Tableau A-V, pp.338-342)｡ 
ドイツについては , 私の知る限り , ワルタ
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それの29.0％ということになる (Hoffmann, Walther 
G., Das Wachstum der Deutschen Wirtschaft seit 
der Mitte des 19. Jahrhunderts, Berlin, 1965, 
Tabelle 43, p.262) 
これらの数字は, 絶対額としては大きいよう





(Yates, P.L., Forty Years of Foreign Trade, 
London, 1959; Maddison, Angus, Monitoring the 
World Economy 1820-1992, OECD, Paris, 1995, 
金森久雄監訳 『世界経済の成長史』 東洋経済, 
2002; Lewis, Arthur, ‘The Rate of Growth of World 
Trade 1870-1913’, in Grasman, Sven and 
Lundberg, Erik, eds., The World Economic Order, 




万であった (Lewis, Appendix II, 1995, Table 3, 
pp.48-59)｡ 他方, 1870年における英国対外証券
投資は , ￡40.4百万 , 1913年におけるそれは















表 1 . 1900－1913年における英国の商品輸出と 
対外証券資本輸出 (￡百万) 
 平均 標準偏差 変動係数 
商品輸出 612.5 128.4 0.210 
資本輸出 276.2 54.7 0.198 
(出所) 商品輸出：Mitchell, B. R. and Deane, Phyllis, 
Abstract of British Historical Statistics, Cambridge, 
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1850 100 100 
1870 133 118 
1890 163 166 
1900 179 183 
1910 179 174 
(出所) Michell, B. R. and Deane, Phyllis, Abstract of 
British Historical Statistics, Cambridge, 1962, 
pp.344-5 ただし, 原資料は, 1850－1900年に
ついては, Bowley, A. L., Wages and Income 
since 1860, Cambridge, 1937, p.30: 1910年に
ついては, Ramsbottom, E. C., ‘The course of 
wage rates in the United Kingdom, 1921-34’, 








表 3 . ドイツ工業労働者賃金指数 (1900年＝100) 
年 名目 生計費 実質 
1870 66 91 73 
1890 87 97 90 
1900 100 100 100 
1910 121 117 103 
(出所) Mitchell, B. R., European Historical Statistics, 










ら, このことは立証される｡ それでは, 労働分
配率はどうであったであろうか｡ ファインスタ
イン Feinstein, C.H. により, 英国における雇用
所得 Income from employment の GNP に対する比
率を求めると, 次のような動きになる｡ 
 
表 4 . 英国における労働分配率 (￡百万) 
年 雇用所得 GNP 労働分配率(%) 
1870 431 953 45.2 
1890 704 1,393 50.5 
1900 909 1,783 51.0 
1910 1,027 2,043 50.3 
( 出所 )  Feinstein, C. H., Statistical Tables of 
National Income, Expenditure and Output of the 












ととしたい｡ レーニン 『帝国主義』 Petrograd, 
1917, 宇高基輔訳, 岩波文庫, 昭和39年には次
のように書かれている｡ ｢資本の過剰は, … 国
外へ, 後進諸国へ資本を輸出することによって
利潤を引き上げることに用いられるであろう｡｣ 
(p.103) ここで, レーニンのいう後進諸国とは, 
正確にどの国々であるのか, 明示されていない
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表 5 . 英国における外国長期証券発行額, 
1865－1914年 (￡百万) 
 総額 4,079.3    
うち： 米国 836.4 うち鉄道 514.8 
 カナダ 412.3  166.3  
 アルゼンティン 349.2  200.9  
 オーストラリア 339.0  3.5 * 
 インド 317.2  128.4 * 
 南アフリカ 262.2  5.2 * 
 ブラジル 172.7  54.6  
 ロシア 139.3  34.5 * 
 ニュージーランド 84.5  1.7 * 
 メキシコ 81.5  29.9  
 日本 78.3  2.0 * 
 中国 73.7  15.2 * 
 エジプト 66.2  1.4 * 
 チリ 61.8  14.6  
 フランス 57.9  1.2 **       
 ヨーロッパ 
(除フランス・ロシア) 
291.0  32.4  
      











(出所) Stone, 1999.期中総計は, Table 34, p.381 各
国別の数字は, Tables 1-15, pp.51-191 

















さらに, これら新興開発国と, ある程度まで, 
性格を同じくする諸国, すなわち, アルゼンテ
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ほぼ正確に知ることができるのである｡ 表 6 は, 
その10年期別の数字を示すものである｡ 
 
表 6 . 英国の対米資本輸出, 
1865－1914年 (単位：￡百万) 
年 ロンドンにおける米国証券発行総額 うち鉄道証券 
1865-74 94.9 61.1 
1875-84 100.7 75.2 
1885-94 149.7 79.5 
1895-1904 144.5 96.3 
1905-14 346.6 202.7 
Total 836.4 514.8 
(出所) Stone, Irving, 1999, Table 1, pp.42-51 
 
上表では, 1905－14年の米国鉄道証券への投











字を見ても, 実質は分からない｡ それは, 鉄道
建設のマイル数をとってみてみないと分からな












ルではない｡ 1890年までは, ‘Road Operated’ 
の数字であるが , 1891 年からは , Track 




(出所) U.S. Bureau of the Census, The Statistical 
History of the United States, Stamford, 
Connecticut, 1965, Series Q15-22, p.427 (1865














すのが, 付属の地図 1 と 2 である｡ ここから明
らかな事は, 1870年と90年の間の鉄道建設活動
の中心が, 米国中西部, すなわち, ミネソタ, 
アイオワ, ミズーリ, 北ダコタ, 南ダコタ, ネ
ブラスカ, カンザスの 7 州にあった, というこ
とである｡ これらの州のうち, ミネソタ, アイ
オワ, ミズーリ 3 州は, 地図 1 からみられるご
とく, すでに1870年の時点で, 白人の入植がは
じまっており, ある程度の開発が進んでいた｡ 
しかし, 南北ダコタ, ネブラスカ, カンザスの 
4 州では, この時点では, 白人入植者の数は, 
いまだに極めて少なく, 未開発の状況であった｡ 




表 8 . 中西部の西側 4 州の人口 (000人) 
年 1860 1870 1880 1890 1900 
北ダコタ - 2.4 36.9 191.0 319.1 
南ダコタ 4.8 11.8 98.3 348.6 401.6 
ネブラスカ 28.8 123.0 452.4 1,062.7 1,066.3 
カンザス 107.2 364.4 996.1 1,428.1 1,470.5 
合計 140.8 501.6 1,583.7 3,030.4 3,257.5 
(出所) Wikipedia 
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地図 2 . 1890年代における米国鉄道網 
 
 




この 4 州の各州の面積は, 183,000－213,000平方
キロであり,  4 州合計で, 797,000平方キロと, 日
本の面積の 2 倍強である｡ これら 4 州は, ｢グレ
イト・プレインズ｣ と呼ばれるロッキー山脈東







じなかった｡ また, 森林化しなかったのは, こ
れら 4 州が , 乾燥地帯であり , 西半分は , 砂
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して,  1 万 2 千年の間, 毎年夏には丈の高い草
tall grass に覆われ, 秋になってそれが枯れたと
きに, しばしば野火が起こって, 焼け残りの灰




これら 4 州の草原は, きわめて肥沃な土壌を持
つものになった｡ 後に, ここが開拓されて, 小
麦を栽培し始めたときには, 20年近くも連作を
繰り返し, かつ無肥料でも, エーカー当たり12








ただし, ここに, 二つの障害があった｡ 第一
は, 労働力不足である｡ 第二は, 収穫物の海港, 
大河までの輸送の距離が, きわめて大きかった
ことである｡ まず, 第一について考えてみよう｡ 
小麦の収穫時には, 大がま scythe を使っても, 
成年男子 1 人で,  1 日0.5エーカーの収穫をする
のが限度であった｡ 小麦の完熟期は, 23週間程

































道である｡ 上の表 7 と地図 1 , 地図 2 でみられ
たごとく, 1870－90年の間に中西部からシカゴ, 























エコノミー』, Vol. 10, No.3, 1902に ‘Freight 
Rates in Agriculture and North-American Wheat’ 
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という論文を公表している｡ これによると, 1896, 
98, 1900年平均の英本国における小麦価格 (す
なわち小麦の世界価格) は, 平均が,  1 ブッシェ
ル当たり, 91.2セントである｡ 他方, 輸送コス
トは, 米国内の農場から最寄りの鉄道駅までの
平均距離は, 12.1マイルであり, 農場 ― 鉄道駅
間の運賃 (馬車) は, ブッシェル当たり 9 セン
トになる｡ 米国中西部の平均的農場からシカゴ
までの鉄道路線の距離は, ほぼ350マイルであ
り,  1 マイル当たりの小麦運賃率は, ブッシェ
ル当たり0.02セント, 350マイルで 7 セントであ
る｡ ここで特に注目すべきことは, 12.1マイル
の馬車輸送のコストが, ブッシェル当たり 9 セ
ント, 350マイルの鉄道輸送運賃が 7 セントであ







五大湖 ― エリー運河 ― ハドソン河 ― ニューヨ
ーク ― リヴァプールとすべて水路を経由する
と, 運賃はブッシェル当たり10.5セントであり, 
シカゴ ― ニューヨーク間は鉄道を利用し, ニ
ューヨーク ― リヴァプールは海路によるなら
ば, 運賃は16.5セントであるという｡ つまり, 
中西部の農場からリヴァプールまでの運賃総計
は, 26.5セントまたは32.5セントである｡ これ
は , 英国での小麦価格91.2セントに対して , 
29.1％, 35.6％に相当する｡ (シカゴ ― ニューヨ
ーク間の輸送に割高な鉄道を利用するのは, 次
の理由からである｡ (1) 米国内の水路は, 冬季
は結氷して輸送不可能になる｡ (2) 水路輸送の
速度は, 鉄道輸送のそれと比べると, きわめて











に一週間は, かかるであろう｡ これに対して, 





文献による｡ Fogel, Robert William, Railroads and 
American Economic Growth, Baltimore, 1960, p.44, 





である｡ そして, 鉄道会社は, この可能性を予
見して, 無人の草原に鉄道を敷設し, 開拓のた
めの環境整備をしてから, 開拓移民を募集した


















後として, その後は行われなくなった (Stover, 
p.33)｡ しかし, 1850－71年の間に, 延長18,738
マイルの鉄道に対して合計131百万エーカー 
(524,000平方キロメートル) の土地が鉄道会社
に無料供与されたのである (Stover, p.32)｡ そ
して, これとほぼ同じ面積の国有地が, 当時の
Hosei University Repository
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たのは, ヘッジズの次の論文である｡ Hedges, 
James B., ‘The Colonization Work of the Northern 
Pacific Railroad’, The Mississippi Valley Historical 




れた英文モノグラフがある (Okada, Yasuo, Public 
Lands and Pioneer Farmers, Gage County, Nebraska, 
1850-1900, Keio University Press, 1971)｡ 
 
ここで, まず明確にしておくべき一つの点が
ある｡ それは, 1870年代の前半に至るまで, 米
国は食料品輸入国であったものが, 70年代後半
になって, 突然に巨大な食料品輸出国に転じた, 




取ると, 表があまりにも巨大になるので,  5 年期
の平均値をとることにする｡ 表 9 がそれである｡ 
 
表 9 . 米国の食料品輸出入収支*と貿易収支, 1856－1914年 (単位：＄百万) 
年平均 食料品輸出 同輸入 食料品貿易収支 輸出総額 輸入総額 貿易収支 
1856-60 62.4 76.0 -13.6 278.0 321.2 -43.2 
1861-65 96.4 81.0 15.4 170.4 255.6 -85.2 
1866-70 70.4 102.0 -31.6 307.8 408.4 -100.6 
1871-75 170.4 175.0 -4.6 485.8 577.8 -92.0 
1876-80 320.8 180.4 140.4 663.8 492.6 171.2 
1881-85 232.2 127.8 104.4 774.6 667.4 107.2 
1886-90 290.4 231.2 59.2 725.6 717.0 8.6 
1891-95 389.0 287.4 101.6 876.2 785.0 91.2 
1896-1900 487.6 229.8 257.8 1,136.0 741.6 394.4 
1901-05 490.2 245.6 244.6 1,426.8 972.2 454.6 
1906-10 473.2 306.6 166.6 1,751.0 1,344.8 406.2 
1911-14 434.3 415.3 19.0 2,235.8 1,721.8 514.0 
* 食料品とは, 次の定義によるものである｡ Crude foodstuffs + Manufactured foodstuffs 




浮かび上がってくる｡ なお, この表の特徴は, 
Manufactured foodstuffsをほかの工業製品と別建
てで扱っていることである｡ このようにしない
と, 例えば, 小麦粉を工業製品に加えて, 製品
輸出入に合算すると, 19世紀における米国農業
の重要性が見えなくなってしまう｡ これを念頭




入国であったものが, 次の 5 年期から, 状
況が全く異なってくる｡ 1871－5 年期にお
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(2) 1881年以後については,  5 年期ごとに輸

























の都市 (人口2500人以上) の人口は, 1890
年に22.1百万であり, 農村人口は, 40.8百万




そして, 農村人口といっても, その中には, 
農業従事者以外に, 商業従事者, 運送業従
事者, 公務員, 教師, 牧師, 大工, 鍛冶屋, 
その他の手工業者などが含まれ, 農業と住
民のためのサービスや手工業に従事する者
が多数居住していたのである  (Bureau of 
the Census, Series A 34-50, p.9)｡ 











表10. 米国の小麦・小麦粉輸出と食料品輸出総額 (単位：＄百万) 
年平均 小麦 食料品合計  年平均 小麦・小麦粉 食料品合計 
1866-70 23.4 70.4  1881-85 157.6 232.2 
1871-75 59.2 170.4  1886-90 106.4 290.4 
1876-80 106.8 320.8  1891-95 147.2 389.0 
    1896-1900 148.2 487.6 
    1901-05 131.2 490.2 
    1906-10 117.6 473.2 
    1911-14 108.5 434.3 
(出所) Bureau of the Census,, Series U 73-93, pp.546-7 
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量 (以下, 小麦生産量と称する) は, 次のよう
になっている｡ 
 
表11. 米国の小麦生産量 (単位：百万ブッシェル) 
年平均 小麦生産量  年平均 小麦生産量 
1866-70 234.2  1896-1900 630.4 
1876-80 423.0  1906-10 664.4 
1886-90 476.4  1911-14 749.3 










っている点である｡ さらに, 注目すべきことは, 
米国の小麦生産量の増大に対する中西部の西寄
りの 4 州 (北ダコタ, 南ダコタ, ネブラスカ, カ
ンザス) における小麦生産量の増大の寄与度が
大きかったことである｡ これら諸州の小麦生産
量は, 米国の第 9 回国勢調査によると, 1860年
と1870年においては, 表12の通りであった｡ 
 
表12. 中西部 4 州小麦生産量 
(単位：000ブッシェル) 
年 1860 1870 
ダコタ準州* 1 171 
カンザス州 194 2,391 
ネブラスカ州 148 2,125 
合計 343 4,687 
米国総計 173,104 175,196 
* ダコタは, この時点ではテリトリー, すなわち
準州であり, それが, 南北の 2 州にわかれて, 連邦
加盟の州となったのは, 1889年のことであった｡ 
(出所)  The United States, The Ninth Census-1870-, 














に創刊された米国農務省 The United United 
States Department of Agriculture (略してUSDAと




北ダコタ 南ダコタ ネブラスカ カンザス 合計 米国総計 
61,058 29,261 14,787 22,919 128,025 467,103 
(出所) USDA, Yearbook for 1895, Washington, 1896, 
p.52 
 




291,907,000ブッシェルであり, 上記 4 州のそれ
の増分は, 123,339,000ブッシェルであるので,  4 
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州における小麦生産量増分の米国生産総量増分
に対する寄与率は, 42.3％になる｡ 農業生産は, 
年によって収穫高の増減が甚だしいので, 単年
の間の比較には問題があるが, ただ, 1870年に
おける 4 州の小麦生産は, ゼロに近い低水準で
あったものが, 1895年には北ダコタ州の小麦生
産量は, 全米42州中の第一位となるくらいに開
拓が進んだので,  4 州の小麦生産増の米国のそ
れに対する寄与率が高いことは, 当然のことで
ある｡ 
そこで, 1895年から, 1914年に至る 4 州の小麦
生産量と米国のそれとの動向を比較してみよう｡ 
ここでは, 単年ごとの数字には意味がないので,  













1896-1900 143,366 540,503 26.5 
1901-05 221,228 660,345 33.5 
1906-10 228,516 693,316 33.0 
1911-14 286,230 751,501 38.1 
(出所 )  USDA, Yearbooks, Washington, relevant 
years, Tables for acreage, production, and total 
farm value, by States 
 
見られるごとく,  4 州の生産の米国総計に対
するシェアは, 1911－14年には, 38.1％にまで上
昇している｡ そして, 1896－1900年平均から, 
1911 － 14 年平均への米国総計の増分は , 
210,998,000ブッシェルであるが,  4 州のそれは, 
142,864,000ブッシェルであって, 米国総計の増
分に対する寄与率は, 67.7％になっている｡ た
だし, この時期の 4 州の生産急増の主たる原因
は, 単収の増にある｡ 小麦作付面積は, 拡大し
ていなかったからである｡ すなわち,  4 州にお
ける小麦作付面積は, 1895年には, 21,579,000エ
ーカーであり, 1914年には23,082,000エーカー
で, 7.0％の増に過ぎなかった (USDA, Yearbook 
for 1895, p.526; Yearbook for 1914, p.525) これに
対して, 1870年から, 1895年に至る 4 州の小麦生
産の増大の主因は, 小麦作付農地の拡大による
ものであった｡ すなわち,  4 州 (ただし, 1870年
には, ダコタは南北に分割されておらず, 準州
territory であった ) における農牧地 improved 
land の総面積は, 1,760,000エーカーであったも
の が  (USDA, National Agricultural Statistics 
Service-Historical Data, The Ninth Census, Vol. III, 




ー当たり収量の 4 州の単純平均をとると, 11.76
ブッシェルから13.20ブッシェルへの約12％の





農場の大規模化, 乾燥地農法 dry farming などの
栽培技術改善, そして, 小麦の新品種導入など
が原因であるが, ここではそれを論ずる余裕が
ない｡ ここで問題としていることは, 中西部 4 
州における鉄道建設と農地拡大の関係だからで
ある｡ そして, 農地の拡張は, 1890年代には, 
限界に達していたと見られる｡ 
6 . まとめ 






マイルに対して , 合計131百万エーカー 
(一マイルあたり6,990エーカー＝10.9平方











土地部 Land Department を組織し, 米国東
部および欧州に土地部の代理人を置き, 新
聞雑誌に広告を出したりして, 移民を募集




払いで, 利子率は 7 ％程度であった｡ しか
し, 農場の経営のためには, まず, 草の根
の張った草原をすき起こすための特別の鋤



















賄うことができた｡ 上に述べた如く, 路線 
1 マイルについて平均6,990エーカーが無償
供与されたのであるが, それを 1 エーカー
について＄5 で分譲すれば, ＄35,000にな
る計算である｡ とはいえ, 無償供与地の中
には, 沼地, 砂漠, 山岳なども含まれてい
たので, 実際に調達できたのは, その 3 分









(4) このようにして, 中西部での鉄道建設が, 
1870－90年に大きく進んだ｡ 米国国勢調査
の地域分類でいうとノース・セントラルに
分類される12州 (上記 4 州＋ミズーリ・ア
イオワ・ミネソタ・オハイオ・インディア
ナ・イリノイ・ミシガン・ウィスコンシン








の大きな部分が, 中西部西側の 4 州におけ
る鉄道建設によるものであったことは, 地
図 1 と地図 2 を比較すれば明瞭である (鉄
道延長の数字は, 次のものによる｡ Holmes, 
George K., ‘Agricultural Production and Prices’, 
USDA, Yearbook for 1897, Washington D.C., 
1898, p.579). 
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のに, イーリー湖畔のバッファローまで五
大湖の汽船により, そこからニューヨーク
まで鉄道で運ぶと,  1 ブッシェルについて
22.03セントの運賃であった｡ それが, 1893
－5 年平均では, 7.46セントに下がってい






(単位： 1 ブッシェル当たりセント) 
年間平均 
海上運賃 






* 1－6 月平均 









と, 運賃は 1 ブッシェルについて 9 セント






賃は,  1 ブッシェルについて296セントにな
ってしまう｡ 1871－5 年平均の農家受取小
麦価格は, ブッシェル当たり112.4セント
である (Bureau of the Census, p.297, Series 




















(出所) USDA, Yearbook for 1898, p.727 
 
ところで, 小麦 1 ブッシェル＝重量60ポ
ンドなので,  1 米トン＝33.3ブッシェルと
いうことになる｡ とすると, 上表の1871－
75年平均の数字は,  1 ブッシェルあたりに換
算すると, 次のようになる｡ (単位：セント) 
年平均 1871-75 1881-85 1891-95 
ブッシェル・マイ





車運賃の15分の 1 であり, 1891－95年には, 
































まで漸減する (Mitchell and Deane, p.101 
ただし原表では, ハンドレッドウェイトが











すなわち, 1870－72年平均で,  1 英ブッシェ
ル当たり6.69シリング＝1.628米ドルであ
ったが, これを米ブッシェルに換算すると, 
1.578米ドルになる  (Mitchell and Deane, 
p.489)｡ (上記の6.69シリング＝￡0.3345で
あるので , それに金平価である￡ 1＝














(a) - (b) 
1870-72 1.577 1.176 0.401 
1880-82 1.324 1.012 0.312 
1890-92 0.974 0.764 0.210 
1900-02 0.844 0.627 0.217 
1910-12 0.964 0.861 0.103 
(出所) (a) Mitchell and Deane, p.489  (b) Bureau of 













(8) 米国中西部 (および西部) における鉄道
建設は, 米国の国づくりのための基礎とな














目論見書 prospectus を作り, 株式・社債の
現物を印刷し, それを売り出すわけである
が, 問題は, それを何処で, 誰に売るかで
ある｡ 19世紀中葉の米国証券市場は, いま
Hosei University Repository
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だに極めて未発達な状況にあった｡ ニュー
ヨーク証券取引所の設立は, 1792年にさか





は, 1887年のことである (Michie, R. C., The 
London and New York Stock Exchanges 


















当初は＄16,500,000 (路線 1 マイル当たり







年には, 株式 4 万株 (額面＄4 百万) と社債
＄12百万が英国を含む欧州で保有されるよ
うになった｡ さらに, 1864年には, 株式の 4 
分の 3 が, 英国で保有されていた (Gates, 
Paul W., The Illinois Central Railroad and its 
Colonization Work, Cambridge, Mass, 1934, 























ディーは, 次のように言う｡ ｢第一に, 鉄
道の株式と社債の形での証券発行額
capitalization は, 必ずしも現実の投資額を
代表しないことである｡｣ (Hidy, Muriel E., 
(Editor’s Introduction’ in Adler, Dorothy R., 
British Investment in American Railways 
Securities 1834-1898, Charlottesville, Virginia, 
1970, p.vii) さらに, 米国鉄道会社の証券発
行額は, 1850年に＄300百万であり, 1890年
には, それは, ＄8,000百万にもなっていた｡ 
そして, 1914年には, 1,300社もの鉄道会社
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あると思われる｡ ただ使っている資料が, 




















表18. アドラーの推定によるユニオン・パシフィック鉄道株式の地域別保有状況 (＄000) 
年 英国 オランダ その他外国とも計 マサチューセッツ ニューヨーク 
1884 13.3 31.7 51.7 238.3 263.1 
1891 185.2 22.5 214.4 149.3 203.4 




































































らの搾取 (剰余価値の略取) と収奪 (既存の資
産の横奪) に寄生して, 自国の生活水準を高水















































である｡ そして, 『帝国主義』 という言葉を用
いるときには, 帝国主義の定義を与えた上で論





分に明らかにしている｡  Koebner, Richard, 
Imperialism: the story and significance of a word 
1860-1986, Cabbridge, 1964 
(2010年11月15日完了) 
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